










































Characteristics of the social support the nursing students 



















































































































A1 わたしが自分個人の力では解決できないような難しい問題にぶつかったとき、誰（どこ）に援助を求めたらいいか教える。 .829 -.013
A2 わたしの考え方ややり方が間違っているとき、そのことを率直に伝える。 .511 .161
A3 わたしが勉強や仕事のことで問題をかかえているとき、それについてアドバイスする。 .815 -.130
A4 わたしが学校や職場、地域、家庭などでの人間関係について悩んでいるとき、それについて相談にのる。 .939 -.154
A5 わたしに日常生活の中ですすめ方ややり方のわからないことがあるとき、それを具体的に教える。 .827 -.064
A6 わたしが自分にとって重要なこと（たとえば進学や就・転職など）を決めなくてはならないとき、それについてアドバイスする。 .827 -.123
E1 わたしが落ち込んでいるとき、元気づける。 .874 .079
E2 わたしが個人的な悩みに心配事をかかえているとき、その話を聞く。 .861 -.031
E3 わたしがやっかいな問題に頭を悩ませているとき、冗談を言ったり一緒に何かやったりして、私の気をまぎれさせる。 .680 .267
E4 わたしが精神的なショックで動揺しているとき、なぐさめる。 .838 .104
E5 わたしが気が動転するようなことを経験したとき、同情を示す。 .593 .304
第２因子：金銭的・行動的援助　Cronbach'sα= .948
M2 わたしにかなり大がかりなものや高価なもの（パソコン、礼服など）を貸す。 .050 .768
F1 わたしが緊急にかなり多額のお金を必要とするようになったとき（家賃や学費の支払い、事故の弁償など）、その分のお金を出す。 -.079 .893
F2 わたしが財布をなくしたり物をこわした弁償などで急に数千円必要になったとき、その分のお金を貸す。 -.017 .737
B1 わたしが忙しくしているとき、ちょっとした用事（家事や簡単な仕事など）の手助けをする。 .197 .799
B3 わたしが家をしばらく留守にするとき、ペットや植物などわたしの家の世話をする。 -.169 .934
B4 わたしが病気で数日間寝ていなくてはならないとき、看病や世話をする。 -.061 .912
B5 わたしに引っ越しなど大がかりな用事があるとき、その手伝いをする。 .032 .853









平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
受容・助言 3.41 .43 3.53 .62 2.73 .61
金銭的・
行動的援助 2.49 .72 3.75 .46 1.62 .77
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生と変わらず、一般大学生への支援が適応できる
といえる。一般大学生としての学生期には、学業
では「無気力・無関心・倦怠」、対人関係では「生
活のバランス作り」や「異性との関係」、進路では「進
路の迷い」といった内容への支援を挙げており（日
本学生支援機構，2007）、看護学生の支援としても
これらの内容を踏まえ、学習への動機づけを継続
するような支援や、学業に影響を与えやすい人と
の関係を気にかけながら生活指導を含めた支援な
どを視野に入れて検討していく必要がある。
　サポート源の比較からは、友人や教員と比べて
家族へ求めるサポートが高く、家族へは『金銭
的・行動的援助』が『受容・助言』より高かった
が、友人と教員では『受容・助言』が『金銭的・
行動的援助』より高かった。福岡（2000）は、血
縁者では物理的・直接的サポートが、非血縁者で
は情緒的・間接的サポートが高得点となり、血縁
者と非血縁者では対照的なパターンを示すと述べ
る。本研究において家族は血縁者、友人ならびに
教員は非血縁者に該当するため、同様の傾向を示
していたといえる。個人のネットワーク構造を示
したコンボイモデル（Kahn&Antnucci，1980）では、
家族は他のサポート源と比べても安定し役割に
依存しない関係であり、教員は役割の変化に影響
を受けやすい関係である。安定した関係であると
認識している家族へのサポートの期待が高く、役
割関係と認識している教員への期待が最も低かっ
たことから、家族からのサポートが得られない学
生は、支援が限定される可能性がある。そのため、
家族からのサポート状況についても気にかけてお
き、代替のサポートの提案や提供などの支援が必
要になる。また、臨地実習ではサポート源の友人
に該当するグループメンバーの関わりが増すこと
から、友人にサポートを求めることができるよう
な支援が必要になる。そのため、友人と協同しな
がら学習できるような取り組みや、学生が主体的
に学習に取り組めるような体制づくりといった教
育的支援が有用になるとの示唆を得た。
Ⅵ．結論
　
１） 臨地実習前の看護学生が求めるソーシャル・
サポートは、『受容・助言』、『金銭的・行動的
援助』の２因子で構成されており、家族への
サポートの期待が高く、教員への期待は低かっ
た。
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